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【上】港で子ども
たちを出 迎 える　

【下】食材は島で
採れる新 鮮な素
材を惜しみなく使
う。朝4時から総
出で朝食の準備、
右 下 はウニ付 き
の昼食

活動エリア

2000年に廃校となった網長中学校、現在は体験宿泊施設「島の楽校」として活用される旧校舎の前で集合写真

コミュニティ活動助成

網
あ

地
じ

島ふるさと楽
が っ

好
こ う

宮城県石巻市

温かな愛に包まれる心のふるさと

活動概要と活動対象範囲
　島のお年寄りが本当の家族のよ
うに接し、児童養護施設などの子
どもたちに島の食文化や昔の遊び
を教えます。海女が海から取って
来たものを一緒に料理し、その日
にあったことをみんなで話し合いな
がら、本当の家族のように、楽し
く会話しながら食べることを大切に
します。
　船での別れは特別で、子どもた
ちは島のお年寄りの温かな心を思
い、船の中で、いつまでも泣き続
けます。素直に流す涙が、子ども
たちを優しい思いやりの心を持っ
た子に成長させます。
　文集を作成し、島のお年寄りに
プレゼントします。描かれる人物は
みんな笑顔で、島のお年寄りはみ
んな楽しみにしています。

活動に至った理由や背景
　網地島では子どもがいなくなって
しまったため、残された人々は子ど
もの大切さを身に染みて感じていま
した。虐待や貧困などで辛く悲しい
思いをしている子どもたちのために、
何かできることはないかと考えて、こ
のボランティア活動を始めました。
　子どもたちに楽しい思い出をつ
くってあげたいと考えて、島のお年
寄りが自主的に取り組んでいます。
お年寄りにとっては、年少から通う
子どもたちが、気遣いのできる高
校生に成長する姿を見ることが楽
しみになっています。

活動内容と成果
●2025年度の活動概要
　島のお年寄りが、子どもたちを
迎えるために、1年かけて準備しま
す。日本一手間暇をかけた豪華な
子ども食堂です。
2024年11月　海女によるあわびの
捕獲

25年4月　仙台市内の児童養護施
設との調整、海女による海藻類の
採取、味噌づくり
5月　里親家庭の募集を仙台市社
会協議会へ依頼、梅干しづくり
7月　海女による食材（ウニ、貝な
ど）の捕獲
7月25日　食材搬入、事前準備
26日～ 27日
うにコース：里親家庭など 53名
28日～ 29日
あわびコース：児童養護施設 67名
26年2月　島のお年寄りへ文集を
発送
● 網地島ふるさと楽好の活動
　島のお年寄りや海女が先生に
なって、東日本大震災で両親を亡
くした子どもたちや虐待・貧困など
に苦しんで児童養護施設や里親家
庭などで暮らす子どもたちなどと、
島の食や遊びを通じて交流します。
25年夏には、子どもたちなど120
名を網地島に無料招待しました（1
泊2日を2コース開校）。温かな島
のお年寄りから愛されることで、自
己肯定感を獲得し、周りの人たち

に感謝する心を育むことができま
す。そうすることで周囲の人々と信
頼関係を築けるようになり、幸せ
になってもらいたいと考えていま
す。島では、島のお年寄りが本当
の家族のように接し、子どもたちの
心の傷を癒していきます。
　別れの日、普段は素直に気持ち
を言えない子も、自分から手を挙
げて、「ありがと、楽しかった」「ご
はんおいしかった」と短いながらも
心のこもった言葉を伝えます。島
のお年寄りは涙が止まらなくなりま
す。出航では、お互いに見えなくな
るまで手を振り続けます。船で子
どもたちは涙が止まらなくなり、い
つまでも泣き続けます。虐待や貧
困や震災等で苦しんできたからこ
そ、島のお年寄りの温かな心を大
切に思います。素直に流せる涙が
子どもたちの心を育んでいます。
① みんなで作りみんなで食べる島
の食事づくり
　島のおじいさんやおばあさんは、

「島には何もなくて、こんなものし
か出せない」と言いながら、子ども

団体設立経緯
　石巻市に位置する網地島は、仙台
市から車と船で3時間もかかる島で
す。かつては遠洋漁業と捕鯨で栄え、
3000人を超える人が住んでいました
が、それらが廃れて人口流出が始
まり、今は200人弱の高齢者が住
む限界集落の島になりました。
　子どもは地域の宝です。報道で
子どもたちが虐待などで亡くなる現
実を知って切なく思い、子どものい
ない限界集落で何かできることは
ないかと考えて、2006年8月15日
にこの「楽

がっこう

好」を設立しました。
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シーカヤックを 体 験した
り、 岩 場 の 下 に 潜 む ア
ナゴ釣りに挑 戦したりと
自然に 親しむ

竹とんぼづくりや山で薪を拾ってご飯を炊くなど、新鮮な体験が自信につながる

2日間のプログ
ラムを終えて、
船で帰っていく
子どもたち

でくれます。
　子どもたちはマッチを初めて使
い、おっかなびっくりで火をつけて
いきます。初めは大きな薪に火を
直接つけようとする子もいますが、
まったくつかないので、いろいろと
試行錯誤して、新聞紙から火をつ
け、小枝を燃やそうとします。途中、
杉の葉や松ぼっくりがよく燃えるこ
とが分かると、手分けして拾いに
行きます。
　火をうちわで一生懸命にあおい
で、火の勢いを強くします。煙もた
くさん出ます。煙が目に染みること
も、子どもたちは、初めて体験しま
す。ご飯が炊き上がると、「おいし
い、おいしい」と言いながら、少し
ずつ味見します。
⑤ 網地島の植物の秘密にみんなド
キドキ、「ながぐづ先生」の網地島
の植物教室
　今から58年前に網長中学校で
理科の先生をしていた高橋和吉先
生に指導していただいております。
先生はいつも長靴を履いて歩いて
いたことから、「ながぐづ先生」と
ニックネームで呼ばれています。
　一例として、トクサを使った昔の
遊びを紹介します。トクサはツクシ
を大きくしたような緑色の植物で
す。節目のところで茎を折り、もう
一度つないで「どこ接いだ」という
遊びを教えると、子どもたちはお互
いにやってみて楽しみました。また、
かつて網地島ではヤマユリの根を
食用に栽培していました。そのヤ
マユリが自生し、夏には島中が甘
い香りに包まれます。ところが子ど
もたちに目をつむらせて、ヤマユリ
とスカシユリの臭いを直接嗅がせ

ると、そのものすごい臭いにみん
な鼻をつまみます。「素敵な香りの
するヤマユリなのに!!」とびっくりし
てしまいます。
⑥ 自分だけの宝物ができるTシャ
ツのプリント体験
　東松島市に美術館を持っている
高名な芸術家がデザインを作成し、
Tシャツプリントづくりを子どもたち
に指導してくれます。25年度のデ
ザインは島のスカシユリです。ベー
スとなる緑色のデザインを印刷し
た後に、花の部分には、オレンジ
色のクレヨンで色を着けるものでし
た。子どもたちは、エコバックに印
刷して、島のお年寄りにもプレゼン
トします。

【活動に関わった人たち】ウニやア
ワビを獲る島の海女／島のアナゴ
抜き名人／島の竹鉄砲・竹とんぼ
名人／ 58年前に島の網長中学校
で理科の先生だった「ながぐづ先
生」／東松島市の有名芸術家／大
学生など

課題と解決方策
　高齢化に伴う担い手不足が深刻
な課題です。20年にわたり竹鉄砲
や竹とんぼを子どもたちに指導し
てくれた島のおじいさんが、25年
4月に亡くなりました。この20年間
に、島のおじいさんが30人以上亡
くなっています。また同年5月には、

網地島だけの魚釣りアナゴ抜きを
教えてくれた島のおじいさんが頭を
26針縫う大怪我をし、病院に2カ
月入院しました。
　対策として、「網地島ふるさと楽
好」という社会貢献を通じて移住す
る人を増し、島のコミュニティの維
持と、この取り組みの担い手を増
やしていければと思います。他の
過疎地の例として、新潟県の豪雪
地帯の山奥の妻有（十日町市周辺）
では、アートトリエンナーレ「大地
の芸術祭」にボランティアで来た人
たちが、この芸術祭に関わり続け
たいということで雪深い過疎地に
移住しており、コミュニティの維持
につながってています。網地島ふ
るさと楽好を、歴史的景観を守る
岡崎市の「ビスタライン」のように、
コミュニティづくりの根幹として大
切にしていきたいと思います。

今後の予定
　この活動を通して、虐待や貧困
などに苦しんできた子どもたちが、
心の傷を癒し、自分を大切に思う
心（自己肯定感）を育み、周りに素
直に感謝する心（関係構築力）を持
つことができると感じています。そ
のためにも「網地島ふるさと楽好」
を長く続け、何度も無料招待する
ことが必要です。
　「網地島ふるさと楽好」を守るべ
きビスタラインとし、この社会貢献
を通じて移住する人を増やし、島
のコミュニティを維持しながら、取
り組みの担い手を増やしていきた
いと考えています。

たちのために惜しげもなく、たくさ
んの天然のウニやアワビ、そして、
大きなヒラメを出してくれます。海
で採れたばかりなので、おかずの
ウニやアワビは皿から逃げようとし
ます。ヒラメも朝に捕ってきたば
かりなので、籠の中で大暴れして、
子どもたちは大喜びです。
　島の料理は、島のおじいさんた
ちや海女が海から捕ってきたもの
を、みんなで協力して調理します。
とても手間がかかります。つぶ貝は
島のおばあさんと額を寄せ合いな
がらむきます。手を動かしながら、
いろんな話をします。これがとても
楽しいのです。網地島ふるさと楽
好では、楽しく会話しながら一緒
に料理をつくり、家族のようにみ
んなで楽しく会話しながら食べるこ
とを大切にしています。「海でヒラ
メを踏んづけちゃった！」「おかず
のウニが逃げていくよ！」「鯨のお
刺身は不思議な味！でも、とても
おいしい！」と、子どもたちの喜 と々
した声で、島はとてもにぎやかにな
ります。
② 網地島だけの魚釣り「アナゴ抜
き」、簡単な仕掛けでたくさん釣れる
　昔の島の子どもたちが熱中した
魚釣り。針の付いている糸20cmく
らいを竹竿の先端に付け、餌は岩
場で採れた「えらこ」を使います。

「えらこ」は魔法の釣り餌と呼ばれ
る高価なものです。釣り竿を岩の
下に突っ込んで釣ります。岩の下
に潜む魚との真剣勝負です。

　漁師歴70年の本物の漁師が教
える魚釣りは指導がとても厳しいで
すが、子どもたちは自分の力で魚
を釣りたいので、真剣にお年寄り
の話を聞いてくれます。釣った魚は
塩焼きにして、子どもたちにご馳走
します。普段は、魚を毛嫌いして
いる子どもも、自分が釣った魚は、
愛おしくなるようで、骨まで舐める
ようして食べてしまいます。島のお
年寄りは、その姿に驚かされます。
③ 小刀を使った昔の子どもたちの
遊び「竹鉄砲と竹とんぼ」、五感を
使う昔の遊び
　小刀（島のおじいさんがなまくら
の小刀に焼きを入れて、よく切れる
ようにしたもの）を使った、竹鉄砲
づくりと竹とんぼづくりをします。
昔の子どもたちは、おもちゃが手に
入らなかったので、自分の小刀を
持ち、山の中の竹を使って自分で
遊び道具をつくって遊びました。
　竹鉄砲は、細い竹を使ってつく
ります。筒の部分は節を避けてつ
くり、持ち手の部分は片方に節を
残します。後は、筒の中をきつくな

く、またゆるくなく、ぴったりに通
る細い竹を見つけて、心棒として
持ち手の部分に付けて完成です。
紙の玉の詰め方が大切です。空気
が逃げないように芯棒をテコの原
理でうまく使って、固く詰める必要
があります。うまくいくと、大きな
音と水煙が上がるので、子どもたち
は大喜びです。
　竹とんぼはバランスが命で、机
に軸の部分を置いて、羽根の部分
をゆっくりと回してバランスを確認
します。ゆっくりと回り続けるのが
合格で、うまく回らず、どちらか片
方で止まってしまうのは、バランス
が悪い証拠です。その場合は、さ
らに羽根を削り、また確認をしま
す。これを何度か繰り返して、よく
飛ぶ竹とんぼを完成させます。こ
の工程がとても楽しいのです。うな
りをあげて天高く飛ぶと、とても
気持ちよいです。
　自分の五感を十分に生かした昔
の遊びに、みんな夢中で取り組ん
でくれました。
④ 昔ながらのご飯づくり、山から
薪を拾ってご飯づくり
　山で薪を拾い、マッチで火をつ
けてご飯を炊き、カレーをつくって
もらいます。島の網地浜、長渡浜、
根組浜に分かれて、三ツ星料理コ
ンテストを開催、出来栄えを競い
ます。 浜ごとに島 のお年寄りの
応援団がいます。自分の浜が勝
つと、島のお年寄りはとても喜ん

網地島ふるさと楽好
2006年8月設立／メンバー数：5人／代表者：奥田 和慶（おくだ・かずよし）
●〒986-2526　宮城県石巻市網地浜字網地66　 0225-49-2234

限界集落である網地島に、虐待や貧困に苦しんできた子どもたちを無料で招待す
る活動に取り組んでいます。島のお年寄りの温かな愛に包み込むことで、自分自身
を大切に思う心を育んでいくことを目的としています。


